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【観櫻火宴】
3月26日、千々石町内において観櫻火宴が行われました。
約150人の参加者らは松明を片手に福石公園から橘神社
までを練り歩きました。
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▪
更
な
る
飛
躍
の
年
へ

　
平
成
17
年
10
月
11
日
に
発
足
し

た
雲
仙
市
は
、
新
市
建
設
計
画
、
雲

仙
市
総
合
計
画
を
踏
ま
え
、
旧
町
の

課
題
等
に
対
す
る
取
り
組
み
、
市
の

一
体
感
の
醸
成
や
市
民
生
活
の
安

定
に
向
け
た
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
地
方
創
生
の
取
り
組

み
が
加
速
化
し
、
地
域
間
競
争
が
激

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市

に
お
い
て
も
、
2
0
6
0
年
に
3
万

人
程
度
の
人
口
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
声
を

踏
ま
え
、
雲
仙
市
の
強
み
・
特
徴
を

活
か
し
た「
雲
仙
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
昨
年
末

に
策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
、
人
口

減
少
克
服
、
経
済
活
性
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、「
農
業
・
漁
業
の
担
い
手

育
成
の
確
保
」、「
観
光
振
興
に
向
け

た
支
援
」、「
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
」、「
住
環
境
の
整
備
」、

「
低
炭
素
・
循
環
型
産
業
の
創
出
」な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一
人
で

も
多
く
の
方
の
雇
用
が
確
保
で
き

る
よ
う
地
域
産
業
の
活
性
化
や
企

業
誘
致
な
ど
の
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
本
市
に
お
け
る
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

平
成
28
年
度
は
、
平
成
29
年
度
を
始

期
と
す
る
次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
が
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
る

よ
う
、
ま
ず
は
、
現
総
合
計
画
の
数

値
目
標
の
達
成
に
向
け
た
各
種
施

策
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

※�

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
雲

仙
市
総
合
計
画
」の
6
つ
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

『
参
加
と
協
働
』

　
自
治
会
や
市
民
団
体
の
活
動
支

援
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自
治
会

活
動
活
性
化
交
付
金
や
地
域
づ
く

り
補
助
金
等
に
よ
る
活
動
支
援
に

よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
団
体
の
活

動
が
効
果
的
な
活
動
と
な
る
よ
う
、

横
断
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
つ
い
て
は
、

寄
附
額
の
増
を
目
指
し
、
特
産
品
の

P
R
を
推
進
す
る
た
め
、
寄
附
者
が

魅
力
あ
る
雲
仙
市
の
特
産
品
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
謝
礼
品
メ

ニ
ュ
ー
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
行
政
運
営
』

　
行
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
の
新
た
な
組
織
体
制
で

の
運
営
を
開
始
し
ま
す
が
、
将
来
の

組
織
・
機
構
の
再
編
方
針
に
掲
げ
た

目
的
達
成
に
向
け
て
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
常
に
最

適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
引
き
続
き
様
々
な
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
中
期

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
亘

り
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、

平
成
29
年
度
か
ら
5
カ
年
を
期
間

と
す
る「
第
3
期
中
期
財
政
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
原
則
と
し
て
全
て
の
建

設
工
事
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
の
業
務
の
入
札
を
電
子
入

札
方
式
で
実
施
し
、
入
札
制
度
の
公

正
性
、
事
業
者
の
負
担
・
市
の
事
務

量
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
収
納
推
進
に
つ
い
て
は
、
口
座
振

替
制
度
の
利
用
に
よ
る
自
主
納
付

の
拡
大
や
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
活
用
に
よ
る
生
活
改

善
の
提
案
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

滞
納
整
理
な
ど
も
強
力
に
推
進
し

ま
す
。

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

増
築
工
事
が
竣
工
し
、
2
月
8
日
か

ら
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
市
役
所
の
内
部
改
修
や
駐
車
場

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
周
辺

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
道

路
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

を
図
る
た
め
、
千
々
石
庁
舎
の
内
部

改
修
工
事
、
国
見
総
合
支
所
の
新
築

工
事
、
南
串
山
総
合
支
所
別
館
の
内

部
改
修
工
事
お
よ
び
南
串
山
図
書

室
の
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。
愛
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
設
計
業
者
を
選
定

し
、
設
計
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
建
物
等
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
適
正
配
置

と
将
来
的
な
財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
を
図
る
た
め
、「
雲
仙
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策
定
し

ま
す
。

【
定
住
及
び
住
環
境
】

　
定
住
促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
が
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て

移
住
す
る
場
合
の
木
造
戸
建
住
宅

の
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、

U
I
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

雲
仙
市
の
生
活
を
体
験
で
き
る
お

試
し
住
宅
の
活
用
や
移
住
相
談
に

つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
婚
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
婚
活
支

援
講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市

内
で
活
動
す
る
婚
活
支
援
団
体
と

連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
耐
震

診
断
や
改
修
工
事
費
補
助
制
度
の

平
成
28
年
第
1
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、金
澤
市
長
が
述
べ
た
「
施
政
方
針
」

を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
の
目
指
す
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

平
成
28
年
度
　
施
政
方
針

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

1

快
適
で
住
み
よ
い

暮
ら
し
づ
く
り

2

国見総合支所庁舎完成予定図
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周
知
に
努
め
、
耐
震
化
の
促
進
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
建
築

物
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

耐
震
診
断
費
お
よ
び
耐
震
改
修
計

画
作
成
費
補
助
に
加
え
、
耐
震
改
修

工
事
に
つ
い
て
も
補
助
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
耐
震

化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
老
朽
化
し

た
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
除
却
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設

し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
な
住
環
境

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
水
道

施
設
の
統
廃
合
お
よ
び
更
新
を
行

い
、
老
朽
水
道
管
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
耐
震
管
に
よ
る
布
設
替
え
を
計

画
的
に
行
い
ま
す
。
な
お
、
千
々
石

地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
の
完
成
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時

や
災
害
時
等
に
お
い
て
、
迅
速
な
給

水
活
動
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
給
水

車
を
配
備
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
と
接
続
推
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道
事
業

の
経
営
健
全
化
に
向
け
て
、
下
水
道

使
用
料
等
の
統
一
と
、
地
方
公
営
企

業
法
適
用
移
行
の
た
め
の
準
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
等
区
域

以
外
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金
の
上
乗
せ
を
行
い
、
汚
水
処

理
人
口
の
普
及
に
よ
る
環
境
整
備

を
図
り
ま
す
。

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
】

　
市
民
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
や

市
民
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

「
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
域

の
実
情
に
即
し
た
情
報
な
ど
を
地

図
に
記
載
し
た「
マ
イ
防
災
マ
ッ

プ
」の
作
成
支
援
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
等

の
安
心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
お
よ
び

地
域
さ
さ
え
愛
マ
ッ
プ
の
整
備
並

び
に
自
治
会
に
お
け
る
要
支
援
者

の
避
難
支
援
訓
練
の
実
施
を
推
進

し
ま
す
。

　
小
浜
消
防
署
の
建
替
え
に
つ
い

て
は
、
用
地
の
選
定
と
併
せ
て
、
南

部
地
域
の「
救
急
車
の
到
着
時
間
の

短
縮
」と
、
雲
仙
市
全
体
の
消
防
・

救
急
の
再
構
築
を
図
る
た
め
、
南
部

地
区
へ
分
署
を
増
設
す
る
方
向
で

協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

外
部
委
員
会
を
設
置
し
、
建
設
候
補

地
の
選
定
や
効
率
的
運
営
方
法
な

ど
を
諮
問
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
台
風
等
の
高
潮
か
ら
住
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
南
串
山

赤
間
漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
瑞
穂
町
西
郷
港
と
国
見
町
長
浜

海
水
浴
場
間
の
越
波
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
県
事
業
に
よ
り
平
成
28

年
度
よ
り
工
事
に
入
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
南
串
山

町
赤
間
か
ら
加
津
佐
町
権
田
間
に

つ
い
て
は
、
地
元
関
係
者
と
調
整

後
、
工
事
着
手
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
に
つ
い
て

は
、
瑞
穂
町
横
田
地
区
の
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
河
川
護
岸
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
4
河
川
に

お
い
て
改
良
事
業
を
行
い
、
災
害
の

未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
1

級
河
川
山
田
川
に
つ
い
て
は
、
県
事

業
に
よ
り
10
月
に
島
原
鉄
道
橋
の

架
け
替
え
工
事
が
完
了
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
後
は
新
田
堰
の
整

備
・
船
津
橋
の
架
け
替
え
工
事
な
ど

順
次
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
】

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
L
E
D

防
犯
灯
の
設
置
等
に
か
か
る
補
助

加
算
を
引
き
続
き
行
い
、
自
治
会

の
防
犯
灯
維
持
費
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
年
々

複
雑
・
巧
妙
化
し
て
い
る
悪
質
商
法

等
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
啓

発
活
動
の
強
化
を
重
点
課
題
と
し
、

今
後
も
、
よ
り
一
層
の
消
費
者
行
政

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
道
路
網
・
交
通
体
系
】

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
旧
町
か
ら
引

き
継
い
だ
事
業
の
早
期
完
成
を
目

指
す
と
と
も
に
、
道
路
の
拡
幅
・
改

良
お
よ
び
橋
梁
な
ど
道
路
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
に
つ
い

て
、
緊
急
性
等
を
考
慮
し
計
画
的
に

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路「
島
原
道
路
」

に
つ
い
て
は
、
吾
妻
愛
野
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
、
約
1
・
7
㎞
区
間
を
平

成
29
年
度
完
成
目
標
と
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
島
原
道
路
の
早
期
完
成
を
目
指

し
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
愛
野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
道
改
良
に

よ
る
機
能
強
化
の
早
期
実
施
に
加

え
、
将
来
的
な
整
備
と
し
て
バ
イ
パ

ス
整
備
を
含
む
4
車
線
化
の
要
望

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
生
活
交

通
路
線
バ
ス
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
、

島
原
市
、
諫
早
市
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
鉄
道
設
備
等
の
財
政
支
援
を

行
い
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
維

持
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
九
州
新
幹

線
西
九
州
ル
ー
ト
の
開
業
を
見
据

え
、
島
原
半
島
へ
の
広
域
的
な
二
次

交
通
体
系
の
再
編
に
つ
い
て
、
九
州

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
県
南
地
域

活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
、

取
り
組
み
ま
す
。

【
高
度
情
報
化
】

　
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
電

算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業
務
の
簡
素

化
・
省
力
化
に
向
け
た
検
証
や
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
更
に
強

化
す
る
な
ど
、
情
報
化
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
島
原
半
島

三
市
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る「
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共
生
地

域
創
生
実
現
プ
ラ
ン
策
定
事
業
」の

成
果
を
も
と
に
、
平
成
28
年
度
は
民

間
会
社
よ
り
小
規
模
発
電
事
業
を
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引
継
ぎ
、
現
状
に
即
し
た
熱
利
用
の

効
率
化
に
も
併
せ
て
取
り
組
み
、
再

成
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
低
炭

素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
健
康
】

　

各
種
健（
検
）診
の
受
診
率
向
上

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
、
結
核
・
肺

が
ん
、
大
腸
が
ん
の
夜
間
検
診
に
取

り
組
み
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
発
生

予
防
、
重
症
化
予
防
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
元
医
師
会
と
の
連
携
を
深

め
、
個
別
指
導
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
新
規
人
工
透
析
患
者
の
発
生

を
抑
制
し
、
患
者
の
生
活
の
質
の
向

上
並
び
に
医
療
費
削
減
に
向
け
医

師
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
」に
取

り
組
み
ま
す
。

　
在
宅
医
療
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
の
連
携
強
化
並
び
に
情
報

の
整
理
と
共
有
を
行
い
、
市
民
の
皆

様
へ
の
周
知
に
も
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
休
日
や
夜
間
の
救
急

時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
地
元
医
師
会
並
び
に
島
原

半
島
三
市
と
連
携
し
た「
長
崎
県
島

原
病
院
に
お
け
る
小
児
の
休
日
診

療
」の
運
営
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
福
祉
】

　
地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
2
期

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
、

福
祉
関
係
者
、
行
政
の
協
働
に
よ
る

「
地
域
ふ
れ
愛
さ
さ
え
愛
事
業
」を

推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
交
通
費
助
成
事
業
の
拡
充
に
よ

り
、
高
齢
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
島
原

市
と
の
共
催
で
開
催
す
る「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
長
崎
2
0
1
6
サ
ッ

カ
ー
交
流
大
会
」に
つ
い
て
は
、
皆

様
の
心
に
残
る
大
会
と
な
る
よ
う

「
お
も
て
な
し
」に
努
め
る
と
と
も

に
、
大
会
の
成
功
に
向
け
、
万
全
の

準
備
と
円
滑
な
大
会
運
営
に
努
め

ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
工
賃
ア
ッ
プ
な
ど

に
つ
い
て
、
市
内
の
障
害
者
就
労
事

業
所
と
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
障
害
者
職
場
実
習
促
進

事
業
の
拡
充
に
よ
り
就
労
支
援
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
交
通
費

助
成
事
業
の
拡
充
や
、
特
別
支
援
学

級
へ
の
通
学
支
援
事
業
の
更
な
る

推
進
を
図
り
、
経
済
的
負
担
軽
減
と

自
立
更
生
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
低
所
得
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

か
ら
、
庁
内
関
係
部
局
お
よ
び
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
支
援
を
行

う
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
推
進

お
よ
び
、
生
活
保
護
者
の
就
労
等

の
支
援
の
充
実
に
努
め
、
要
保
護

者
に
対
す
る
適
正
な
保
護
に
努
め

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
】

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産

環
境
の
整
備
、
農
地
の
有
効
利
用
、

生
産
性
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
等
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者

や
新
規
参
入
者
対
策
へ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
愛
津
原
地
区
に
お
い
て
平
成

28
年
度
の
新
規
採
択
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
残
る
3
地
区
に
つ
い

て
も
地
元
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け
た
積
極

的
な
推
進
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
部
門

に
あ
っ
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
地
帯
の

育
成
を
目
指
し
た
家
畜
導
入
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
、
飼
養
規
模
の

拡
大
と
維
持
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
単
独
事
業
に
よ
る
優
良
雌
牛
保

留
の
更
な
る
推
進
や
、
優
良
肥
育
素

牛
導
入
へ
の
支
援
を
行
い
、「
雲
仙

牛
」の
産
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

更
に
は
、
地
域
畜
産
の
収
益
性
向
上

を
図
る
た
め
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
と

し
て
、
森
林
の
利
用
間
伐
施
業
お
よ

び
作
業
道
整
備
を
行
い
つ
つ
、
間
伐

促
進
と
併
せ
植
林
の
推
進
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
私
有
林
に
つ
い
て
は
、

森
林
所
有
者
と
林
業
事
業
体
と
の

間
で
施
業
の
長
期
受
委
託
契
約
の

締
結
を
促
進
し
、
森
林
経
営
計
画
の

策
定
と
施
業
の
実
施
を
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
各
漁
協
ご

と
に
策
定
さ
れ
た
、『
浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
』に
よ
る
事
業
推
進
を
図

る
た
め
、
新
規
漁
業
就
業
者
へ
の
支

援
を
強
化
し
、
併
せ
て
栽
培
漁
業
、

養
殖
漁
業
の
推
進
や
、
漁
場
環
境
の

保
全
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排

水
門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
2
つ
の

判
決
の
解
決
に
向
け
、
長
崎
地
裁
に

お
い
て
和
解
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
和
解
協
議
に
つ
い
て
の
進
展

が
不
透
明
な
状
況
で
す
。
市
民
の
安

心
・
安
全
、
雲
仙
市
の
農
業
・
漁
業

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
長
崎

県
お
よ
び
諫
早
市
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
処
い
た
し
ま
す
。

【
商
工
業
・
企
業
誘
致
】

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
者
の
運
転
資
金
や
設
備
資

金
に
対
す
る
融
資
制
度
に
よ
り
経

営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も

に
、
創
業
や
新
規
出
店
、
経
営
の
持

続
化
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
新
商

品
の
開
発
、
販
路
拡
大
に
よ
る
商
工

業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

創
業
や
経
営
改
革
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
や
、「
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
支
援
事
業
」を
引
き
続
き
実

施
し
、
企
業
の
新
た
な
事
業
展
開
を

支
援
し
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
製
造
業
を

中
心
と
し
た
企
業
誘
致
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
場
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
多
比
良
港
埋
立
地
に

つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
物
産
販
売
】

　
物
産
販
売
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る

「
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
」の
再
構
築
を
図

る
と
と
も
に
、
大
都
市
圏
を
中
心
と

し
た
物
産
展
・
商
談
会
へ
の
参
加
な

ど
に
よ
り
、
販
売
促
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
私
自
身
も
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
と
し
て
、
団
体
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
様
々
な

市
場
や
企
業
等
を
訪
問
し
、
特
産
品

を
セ
ー
ル
ス
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
招
聘
し
、
市
内
の
生
産
者
や

製
造
・
加
工
業
者
の
方
々
と
の
商
談

の
機
会
を
積
極
的
に
創
出
し
、
販

路
拡
大
に
よ
る
所
得
向
上
を
図
り

ま
す
。

力
強
い
産
業
と

仕
事
づ
く
り

4

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
健
康
と

福
祉
づ
く
り

3
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【
観
光
】

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
2
月
22

日
の「
島
原
半
島
活
性
化
会
議
」に

お
い
て
、
島
原
半
島
内
の
観
光
協
会

を
島
原
半
島
観
光
連
盟
に
一
本
化

し
、
組
織
体
制
や
機
能
を
強
化
す
る

と
い
う
方
針
に
つ
い
て
確
認
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
島
原
半

島
の
一
体
的
な
観
光
振
興
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
J
R
グ
ル
ー
プ

等
に
よ
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
観
光
客
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
県
や
島
原
半
島
内
の
関

係
団
体
と
一
体
と
な
り
、
周
遊
ル
ー

ト
の
開
発
や
ガ
イ
ド
の
育
成
を
は

じ
め
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

セ
ー
ル
ス
活
動
や
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
に
つ
い
て
は
、
多
言
語
案

内
表
示
の
整
備
な
ど
地
域
の
受
入

環
境
整
備
の
支
援
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
韓
国
求
礼
郡
と
の
中
学
生
や
各

種
団
体
に
よ
る
相
互
交
流
を
行
い
、

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
霧
島
市
と
の
交

流
に
つ
い
て
は
、
観
光
姉
妹
都
市
盟

約
締
結
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
両
市
や
民

間
団
体
が
連
携
し
な
が
ら
観
光
情

報
発
信
に
努
め
る
な
ど
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

【
子
育
て
】

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
、
第
2
子
以
降
の
児
童
が
、
保
育

園
等
を
利
用
す
る
場
合
の
保
育
料

を
全
て
無
料
化
し
ま
す
。
ま
た
、「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」の
増
設
に
向
け

た
取
り
組
み
を
図
り
、
併
せ
て
、
保

護
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
情
報
の
提
供
、
助
言
な
ど
の
支
援

を
行
う
、
子
育
て
相
談
利
用
者
支
援

事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
高

額
と
な
る
特
定
不
妊
治
療
費
の
助

成
事
業
に
取
り
組
み
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

歯
科
保
健
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
」の
推
進
等

に
よ
り
、
乳
幼
児
の
む
し
歯
予
防
対

策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
妊
産
婦
を

対
象
と
し
た
妊
産
婦
歯
科
健
康
診

査
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
教
育
】

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
個
々
に

応
じ
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
活

動
、
学
校
図
書
館
を
中
心
と
し
た
環

境
整
備
や
読
書
活
動
推
進
に
向
け

た
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教

育
課
に
配
置
し
た
訪
問
指
導
員
に

よ
る
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す

る
訪
問
指
導
や
相
談
活
動
な
ど
直

接
的
な
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
特

に
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め
問
題
等
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
学
校
の
組
織
的
対
応
と
と
も

に
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
、
関
係

機
関
と
の
積
極
的
な
連
携
を
推
進

し
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
学
3
年
生
か

ら
中
学
2
年
生
ま
で
を
対
象
と
し

た
学
力
調
査
事
業
を
展
開
し
、
学
力

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
児
童
生

徒
数
の
減
少
に
対
応
し
、
適
正
な
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
大
規
模

改
修
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

I
C
T
機
器
の
整
備
等
、
引
き
続
き

快
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
通
学
路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
の
た
め
、
順
次
安
全
対
策

を
講
じ
ま
す
。

【
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
各
種
生

涯
学
習
事
業
を
展
開
し
、
自
主
活
動

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
本
と
と
も

に
あ
る
暮
ら
し
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
犯

罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
啓
発
を
進

め
、
保
護
者
並
び
に
子
ど
も
に
対
し

細
や
か
な
メ
デ
ィ
ア
安
全
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
体
育
施
設

の
適
切
な
管
理
運
営
を
行
い
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の「
場
の
提
供
」

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
雲
仙
市
体
育

協
会
等
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

雲
仙
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

等
の
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

「
ラ
ジ
オ
体
操
」や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
な
ど
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

の「
機
会
の
提
供
」に
努
め
ま
す
。

【
芸
術
・
文
化
活
動
】

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ル
事
業
の
展
開
に
よ
り
、

文
化
芸
術
に
接
す
る
機
会
を
提
供

し
ま
す
。
併
せ
て
、
小
中
学
生
や
市

民
の
文
化
水
準
の
向
上
を
推
進
す

る
た
め
、
文
化
関
係
大
会
出
場
へ
の

補
助
金
や
激
励
費
に
よ
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
市
の
歌
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
歌
い
継
が

れ
る
雲
仙
市
の
歌
と
な
る
よ
う
、
取

り
組
み
ま
す
。

【
文
化
財
】

　
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
文
化
財
を
紹
介
す
る
冊
子
の
作

成
や
、
発
掘
調
査
等
で
出
土
し
た
遺

物
の
展
示
公
開
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
郷
土
史
会
と
連
携
し
て
歴

史
講
座
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
見
町
神
代
小
路
地
区
の
武
家

屋
敷
群
に
つ
い
て
は
、
防
災
計
画
を

策
定
し
災
害
へ
の
対
応
を
図
る
と

と
も
に
、
鍋
島
邸
収
蔵
資
料
の
公
開

活
用
に
よ
る
集
客
に
努
め
ま
す
。

新
し
い
観
光
・
交
流
に
よ
る

活
力
づ
く
り

5

明
日
を
担
う
人
づ
く
り
と

誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

6
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犯罪なく3ば運動実施中！！

　長崎県では、「カギかけんば」「ひと声かけんば」「見
守りせんば」の犯罪なく3ば運動が実施されています。
　平成27年度の雲仙市内の活動としては、小浜高校が
自転車盗難防止モデル優秀校に、国見地区が犯罪なく
3ば運動推進モデル優秀地区に選ばれており、その他
にも防犯パトロールなど様々な活動が行われました。
犯罪をなくすために、「犯罪なく3ば」を心がけましょ

う。
～犯罪なく3ば運動～
①カギかけんば運動　
②ひと声かけんば運動
③見守りせんば運動

雲仙市内の小中学校で入学式が行なわれ
ました

　4月7日、雲仙市内の小中学校において入学式が行な
われました。今春、入学を迎えた新入生は小学1年生
が363人、中学1年生が380人でした。
　新入生は少し
緊張した面持ち
でしたが、在校
生や先生らに温
かく迎えられ、
少し緊張が緩ん
だ様子でした。

100 回目のハッピーバースデイ♪

3月4日　原田　アツさん（吾妻町）

　手先が器用なアツさんは、
手芸が得意で、よくご家族
の服などを作られていたと
のこと。長生きの秘訣は好
き嫌いなく何でも食べるこ
と、特にカステラが大好き
だそうです。

3月8日　峯添フミエさん（瑞穂町）

　フミエさんに長生きの秘
訣をお聞きしたところ「皆
さんから愛されているおか
げです。とても感謝してい
ます。」と話されていまし
た。これからも、もっと長
生きしたい、と意気込みを語られていました。

　どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ご
しください。

高齢者の交通事故防止・特殊詐欺被害防止
『俳句・川柳』優秀作品表彰式

　3月11日、雲仙市役所において高齢者の交通事故防
止・特殊詐欺被害防止「俳句・川柳」募集における優
秀作品の授賞式が行われました。数多くの作品の中か
ら以下の作品が優秀作品として選ばれました。（敬称略）

◉交通事故防止関係
雲仙市長賞　大島　誠

くらやみで　わが身を守る　反射材
雲仙市交通安全協会長賞　吉田　好子
心にも　ベルトを着けて　引きしめて

雲仙警察署長賞　本田　亮次
遠くても　横断歩道を　渡りましょう

◉特殊詐欺被害防止関係
雲仙市防犯協会長賞　伊藤　一彦
電話での　うまい話は　詐欺の元
雲仙警察署長賞　伊藤　貞子

狙われる　あなたに隙と　油断あり

本多湯
ゆ

太
だ

夫
ゆう

家と小浜温泉紹介DVDができ
ました

　雲仙市小浜町の有志で結成された「雲仙市小浜温泉
歴史文化遺産活用実行委員会（宮田隆実行委員長）」が、
文化庁の芸術文化振興補助金の助成を受けて、歴史文
化遺産の紹介DVD「本多湯太夫家と小浜温泉」を製
作しました。このDVDは、①小浜温泉の歴史　②小
浜温泉の発展と本多家　③小浜温泉とキリスト教布教
の歴史　④現在の本多家と歴史資料館　からなり、小
浜温泉の発展の基礎を築いた本多湯太夫家とその邸宅
跡である小浜歴史資料館の活用を図ろうと企画された
ものです。
　宮田実行委員長は
「小浜歴史資料館で
の上映や図書館、観
光事業に活用しても
らいたい」と抱負を
述べました。

6● 広報うんぜん
平成28年5月



2 年連続！日本穀物検定食味試験で「特A
相当品」評価

　平成27年11月26日に実施された日本穀物検定食味
試験で吾妻町で農業を営む吉本修一さんの作ったお米
が「特A相当品」の評価を受けました。特A相当品とは、
外観・香り・味・粘り・硬さの5項目において特に良好
なお米として評価されたもので、吉本さんの受賞は前
年に引続き2年連続の受賞となります。今後もブランド
としての価値を高め、販路拡大に努めていきたいと抱
負を述べられました。

トヨタ自動車関連企業　旭工業㈱が雲仙
市に進出決定！

　愛知県豊田市において自動車内装品製造を行ってい
る旭工業株式会社（山岡正義社長）が、雲仙市に工場
進出することを決定し、3月16日付で雲仙市の奨励措
置適用工場の指定を行ないました。
　同社は、トヨタ自動車向けの自動車用シートカバー
の縫製工場を瑞穂町に新設し、
操業を行う予定です。
　島原半島おいてはこれまで自
動車関連企業の立地はなく、今
回が初となります。なお、今後
は本格操業までに100人の雇用
が見込まれており、定住促進や
地域経済への波及効果が期待さ
れます。

受賞したお米と賞状を持つ吉本さん

左から酒井副市長、山岡社長、金澤市長、林常務

平野晃生さん（右側）

平
ひら

野
の

 晃
こう

生
せい

さん

　
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら

17
日
に
か
け
て
東
京
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
27
年

度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、
小
浜
町
出
身
の

平
野
晃
生
さ
ん
が
ダ
ブ
ル
ス

の
部
で
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
は
5
歳
か
ら
父

親
の
卓
球
ク
ラ
ブ
（
平
野
ク

ラ
ブ
）
で
卓
球
を
始
め
、
中

学
・
高
校
時
代
を
山
口
県
に

あ
る
中
高
一
貫
校
の
野
田
学

園
で
、
卓
球
の
特
待
生
と
し

て
過
ご
し
ま
し
た
。
中
学
時

代
に
は
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）
に

て
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス
ト
8
、

ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
4
に
輝
き
、

高
校
時
代
に
は
同
じ
く
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
）
に
て
ベ
ス
ト
5
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
シ
ン
グ

ル
ス
6
位
、
ダ
ブ
ル
ス
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
に
長
崎

県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育

大
会
で
は
、
山
口
県
代
表
と

し
て
団
体
準
優
勝
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
平
成
25
年
に

は
世
界
大
会
に
も
出
場
を
果

た
し
、
国
際
大
会
で
も
優
勝

を
経
験
す
る
な
ど
、
今
後
の
更

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

早稲田大学　２年　（小浜町出身）

平成27年度全日本卓球選手権大会
ダブルス3位

全
国
・
世
界
を
舞
台
に
活
躍

旭工業㈱製
プリウスシートカバー
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平成28年度　当初予算総額　382億4,699万5千円
	 ※水道事業会計（企業会計）を除く

　平成28年度の予算編成は、中期財政計画（第2期）に基づく健全な財政運営を進め、雲仙市総合計画（後
期基本計画）を基本とし、これまでの取り組みや成果などを踏まえ、事業の優先性・重要性・効果などを
十分に検証し、厳しくなる財政状況を職員一人ひとりが認識し、取り組みます。
【一般会計歳入（対前年度比）】
　市税は、軽自動車税の税制改正に伴う税率の引
き上げなどにより、2.0％増えています。
　県支出金は、強い農業づくり交付金、長崎県再
生可能エネルギー等導入推進基金事業補助金など
の減により、15.1％減っています。
　そのほか、ふるさと応援寄附金の増額を見込ん
でいます。

【一般会計歳出（対前年度比）】
　議会費については、議場等の映像・音響設備の
改修が終了したことにより、19.8％減っています。
　農林水産業費については、強い農業づくり交付
金事業（国庫補助事業）や、県営事業地元負担金
の減などにより、20.4％減っています。

●特別会計予算　総額　109億5,834万6千円
	 対前年度比　△1億229万9千円（△0.9％）

●水道事業会計（企業会計）

詳細は「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。（6月に世帯配布予定）

収　入 6億1,152万1千円 支　出 9億2,387万9千円
収益的収入 5億4,157万円 収益的支出 5億3,648万6千円
資本的収入 6,995万1千円 資本的支出 3億8,739万3千円

問　財政課　☎38-3111

下水道事業特別会計 国民健康保険特別会計
10億4,366万円（対前年度比　△0.4％） 83億2,730万5千円（対前年度比　△3.3％）

国民宿舎事業特別会計 後期高齢者医療特別会計
1億9,625万5千円（対前年度比　4.3％） 4億7,725万8千円（対前年度比　△1.1％）

温泉浴場事業特別会計 簡易水道事業特別会計
1,143万3千円（対前年度比　2.0％） 9億243万5千円（対前年度比　25.4％）

●一般会計予算　総額272億8,864万9千円
	 対前年度比　△2億1,251万6千円（△0.8％）

歳　入
272億8,864万9千円

歳　出
272億8,864万9千円

（単位：千円）

市税
3,648,536
（13.4％）

6,179,662
（22.8%）

自主財源

21,108,987
（77.2%）

依存財源

民生費
9,828,778 
（36.0％）

総務費
3,811,721
（14.0％）

公債費
3,187,923
（11.7％）

農林水産業費・商工費
2,364,152
（8.7％）

土木費
2,346,980
（8.6％）

衛生費
2,383,752
（8.7％）

教育費
1,955,198
（7.2％）

消防費
1,097,092
（4.0％）

議会費
221,401（0.8％）

その他
91,652（0.3％）

諸収入
287,061（1.1％）

分担金及び負担金
162,536（0.6％）

使用料及び手数料
261,376（1.0％）

繰入金・財産収入など
1,820,153（6.7％）

地方交付税
10,815,829
（39.6％）

国庫支出金
4,008,619 
（14.7％）

県支出金
2,480,611
（9.1％）

市債
2,683,900
（9.8％）

その他
（地方消費税交付金など）
1,120,028
（4.0％）
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雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.98

問	 雲仙市
	 男女共同参画センター
	 （政策企画課内）
☎38-3111

　

3
月
24
日
、
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館

の
研
修
室
に
お
い
て
第
5
期
雲
仙
市
男

女
共
同
参
画
懇
話
会
第
5
回
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
始
め
に
事
務
局
か

ら
昨
年
12
月
末
に
策
定
し
た
、
本
市
の

人
口
の
動
向
と
今
後
の
将
来
展
望
に
つ

い
て
示
し
た
「
雲
仙
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

（
※
）」
と
、
今
後
5
ヶ
年
の
地
方
創
生

の
た
め
の
取
り
組
み
を
示
し
た
「
雲
仙

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
（
※
）」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ

と
、
今
年
の
9
月
に
市
長
へ
提
出
す
る

予
定
で
あ
る
、
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

の
提
言
書
の
素
案
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
主
な
意
見
と
し
て
、「
各

種
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
す

た
め
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性

の
リ
ス
ト
を
ま
と
め
た
『
人
材
バ
ン
ク
』

を
作
り
、
活
用
す
る
」、「
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
子
ど
も
向
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
啓
発
を
行
う
」、「
子

育
て
や
健
康
支
援
な
ど
を
行
う
組
織
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
等
）
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
会
議
で
出
さ
れ
た

意
見
を
も
と
に
提
言
内
容
の
見
直
し
を

行
い
、
9
月
の
提
言
書
提
出
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

　
第
5
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

【雲仙市男女共同参画懇話会とは…】
　雲仙市の男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを推進
するために設置されたものであり、学識経験者および市民で
構成され、本市の男女共同参画社会の実現に向けて協議し、
意見を取りまとめて市長へ提言することとなっています。

※�「雲仙市人口ビジョン」、「雲仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
は、市のホームページに掲載しています。

　http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22478
　（広報うんぜん2月号にも掲載しておりますのでぜひご覧ください。）

こちら
です。雲仙市消費生

活センター

問・申込　雲仙市消費生活センター　☎0957-38-7830
ナヤミゼロ

9 ● 広報うんぜん
平成28年5月



問　福祉課　☎36-2500

問　福祉課　☎36-2500

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支援するため、
低所得の高齢者向け年金生活者等支援臨時福祉給付金を支給します。
　なお、給付金を受けるためには申請が必要ですので対象となる可能性がある人については、4月末
に申請書を同封したお知らせをお送りしています。

　雲仙市では、日常生活を営む上で常時注意を要する高齢者などに対して、緊急通報装置の貸し出
しを行っています。

支 援 内 容

①緊急通報サービス
緊急通報装置のボタンを押すことで、受信センターへ通報が着信し、通話による
状況確認の後、必要に応じて協力員（申請時に登録している人）への駆けつけ要請、
または消防署への救急車出動要請を行います。
②お伺い電話
　受信センターから月に1回、利用者宅へ安否確認の電話を行います。

対 象 者

雲仙市に居住し、次のいずれかに該当する人
①年齢がおおむね65歳以上のひとり暮らしの高齢者で、日常生活を営む上で常時注
意を要する人
②ひとり暮らしの重度身体障害者
③これらに準ずる者で市長が特に必要と認めた者

利 用 料 利用料などの自己負担はありません。

※緊急通報装置の設置には固定電話が必要です。
※電話回線の種類によっては設置できない場合があります。

受付期間 5月2日（月）～8月31日（水）まで

対象要件

以下の要件全てを満たす人
①平成27年1月1日時点で雲仙市に住民登録されている人
②平成27年度市民税（均等割）が課税されない人
（ただし、市民税（均等割）の課税者に扶養されている人や生活保護の受給者は対象外）
③平成28年度に65歳以上となる人（昭和27年4月1日以前に生まれた人）

支 給 額 対象者1人につき30,000円

申請場所 福祉事務所福祉課、本庁総合窓口課、各総合支所地域振興課

必要な物

①印鑑
②健康保険証や運転免許証などの公的機関が発行する身分証明証
 （※同一世帯でまとめて申請される場合には、対象者全員分の身分証明証が必要です。）
③振込を希望される本人口座の通帳
 （世帯単位で申請される場合は、代表申請者名義の通帳）
以下は一部の人のみが必要な物
④扶養者の非課税証明書（市外の方に扶養されている場合のみ）
⑤委任状（代理申請や代理受領される場合のみ）

高齢者向け年金生活者等支援臨時福祉給付金

緊急通報装置の貸し出し
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参照：多目的コホート研究（JPHC Study）

*受動喫煙…他人が吸ったたばこの煙を吸わされること

喫煙者の妻はがんになるリスクが高いなぁ

5月31日は世界禁煙デー

問　健康づくり課 ☎36-2500

　5月31日は世界保健機構（WHO）が制定した「世界禁煙デー」です。喫煙と健康問題の認識を深め、
適切な対策を実践するよう求める日です。
　また、厚生労働省は、毎年5月31日～6月6日までを「禁煙週間」と定め、禁煙の普及・啓発につと
めています。これを機に禁煙を始めてみませんか？

　PM2.5とは、大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒の大きさが2.5μ
マイクロメートル
m以下の非常に小さな粒子

のことです。草や木・化石燃料などの燃焼によって発生します。つまり、たばこの煙も典型的な
PM2.5なのです！！非常に小さな粒子なので、肺の奥まで入り込みや
すく、肺をはじめ全身の炎症を引き起こします。そのため、PM2.5濃
度が高い地域では、呼吸器・循環器疾患による死亡率が上昇すること
がわかっています。喫煙室、あるいは分煙がなされていない飲食店、
たばこの煙がもうもうと立ち込める部屋の空気は、北京の汚染濃度が
高い日と同様のレベルです。

～喫煙していない女性約30,000名を13年追跡～

たばこの健康被害は、決
して吸う人だけの問題で
はありません。
喫煙は、吸っている本人
の健康にとってよくない
のはもちろんですが、周
りの人の健康にも悪影響
を及ぼします。

430円のたばこを1日に1箱
吸った場合、左のグラフのよう
に貯金ができます。
禁煙することで、趣味や旅行、
車の購入など･･･
より快適で余裕の
ある生活を楽しめ
ますよ♪

タバコの煙もPM2.5！？

受動喫煙*と肺腺がん罹患リスクとの関連

禁煙するとこれだけ貯金できる！
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子ども支援課（☎36-2500）問

　長崎県では、平成28年3月18日より「ながさき子育て応援ネット・アプリ」をはじめました。
子育てに役立つ県内のイベント情報の検索や子育て関連施設や情報を発信しています。また、ア
プリをダウンロードすると、「子育て日記」（写真とコメントが保存できる）や「予防接種の記録」
など使い方はいろいろです。
　雲仙市も「子育て支援センター」の情報を
掲載しており、今後も子育てに関する情報を
更新していきますので、ぜひご覧ください。

●ながさき子育て応援ネット・アプリのご紹介

　「子育て支援員」が、子育てに関する相談（保育園・認定こども園、地域子育て支援センターや病児保育・
病後児保育など）に応じ、子育てに関する情報の提供を行ないます。お気軽にご相談ください。
相談時間　　午前8時30分～午後5時（土日・祝日・年末年始を除く）

子育てに関する相談に応じます

問　子ども支援課　☎36-2500

問　子ども支援課　☎36-2500

ながさき子育て応援ネット　検索

雲仙市特定不妊治療費支援事業

問　「長崎県特定不妊治療費支援事業」　県南保健所	 ☎0957-62-3289
　　「雲仙市特定不妊治療費支援事業」　子ども支援課	 ☎0957-36-2500

　雲仙市では特定不妊治療（体外受精・顕微授精）を受けたご夫婦の経済的負担の軽減を図るため、特
定不妊治療費の一部助成を行っています。

　法律上の婚姻をしている夫婦で、次の要件のすべてに該当する人　　　
①　夫婦の両方またはどちらかが、市内に1年以上住所を有し、かつ在住している人
②　長崎県特定不妊治療費の助成を受けている人
　　＊ただし、長崎県特定不妊治療費助成事業において、県の助成金額を越えていること。
③　市税等の滞納がない人

　特定不妊治療費（医療機関の発行する不妊治療費助成事業受診等証明書の領収金額）の総額から県の助成金額を差
し引いた額で、1回の治療につき10万円までを限度とします。ただし、採卵を伴わないものは、1回の治療につき5万円
までを限度とします。（助成対象額が1回あたり10万円（採卵なしの場合5万円）に満たない場合は、当該額とします）

　県が認定した回数
◇初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年齢が
（1）40歳未満の場合は43歳に到達する日までの間に通算6回
（2）40歳以上の場合は43歳に到達する日までの間に通算3回

対 象 者	� ※平成28年4月1日以降に治療が終了した人

助 成 額

助成の回数

～雲仙市すこやか子育て支援事業のお知らせ～
　複数の児童を養育する保護者の経済的負担を軽減するため、平成28年度より雲仙市すこやか子育て支援
事業による多子世帯の保育料の適用範囲を拡充し、第2子以降が保育園、幼稚園、認定こども園に入所する
場合の保育料を免除します。
　保育園等に入所する児童に、同保護者が養育する兄姉がいる場合に、保育料が免除されます。

第2子以降の保育料を無料化します
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子ども支援課（☎36-2500）問

月6
5 の 集 団 健 診 健診の種類によって対象者、自己負担

金などが異なります。詳しくは、世帯
配布の健診のお知らせをご覧ください。

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

小浜町

5月10日 ㈫ 午後 富津 富津漁民センター

5月11日 ㈬ 午後 北野、雲仙 老人福祉センター

5月12日 ㈭ 午前 飛子、山畑、大亀、北本町、南本町、マリーナ

小浜体育館5月13日 ㈮ 午前 富津、北野、雲仙、北木指、南木指、金浜、
木場

5月15日 ㈰ 午前 北本町、南本町、マリーナ、北木指、南木
指、金浜、木場

国見町

5月28日 ㈯ 午前 土黒地区

国見町文化会館5月30日 ㈪ 午前 多比良地区

5月31日 ㈫ 午後
国見全地区

6月  1日 ㈬ 午後 馬場集落センター

6月  2日 ㈭ 午前
神代地区 神代研修センター

6月  3日 ㈮ 午前

【受付時間】　（午前）午前8時30分～10時　（午後）午後1時～2時30分
※午前実施日は、胃がん検診と腹部エコー検査も同時に受けることができます。（前日、午後9時以降は飲食不可）
※指定の日に都合が悪い人は、別の日や他町でも受診できます。

【対象者】特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受給者）／若年者
健診（20～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（20歳以上）／大腸がん検診（20歳以上）／前立腺がん検診（40歳以
上）／肝炎ウイルス検診（過去に検診を受けたことのない40歳以上）／胃がん検診（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上の５歳刻）

個別健診を受診予定の場合、受診期間末は健診が大変混み合います。予約できないことがありますので、なるべく早い時期に予約の上、
受診してください。

問い合わせ ◆特定健診・後期高齢者健診：総合窓口課 保険年金班　☎38-3111
◆がん検診・若年者健診　など：健康づくり課 健康推進班　☎36-2500　

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋

問　健康づくり課　☎３6－2500

事業内容 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、適切な遊び、生
活の場を与え、健全育成活動を行う児童クラブを設置し、児童の健全育成の向上を図る。

募集の数 1事業所
募集期間 平成28年5月2日（月）～25日（水）
参加資格 市内に事務所あるいは事業所が既にある社会福祉法人および個人事業者など
実施場所 雲仙市愛野地区

実施基準

1　定員数　60人以上
2　専用区画面積は、児童1人につきおおむね1．65㎡以上必要。
3　放課後児童支援員（資格取得予定者）の数は、支援の単位ごとに2人以上配置すること。
※詳細は、実施要領で確認願います。

申込の手続き

企画提案書等の正本1部およびコピー2部を子ども支援課へ直接持参もしく
は郵送（5月25日までに必着のこと）するものとする。
※実施要領や提出書類の様式などは市ホームページからダウンロードできます。
　また、子ども支援課子育て支援班の窓口でも配付いたします。

　市では、雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例及び雲仙市放課後児童健全
育成事業実施要綱に基づき、放課後児童クラブを開設し、実施する施設（事業所）を募集します。

問　子ども支援課　☎36-2500

＊実 施 中＊
　健診会場で歯科衛生士に
よる歯科相談を無料で行
なっております。ぜひ、こ
の機会にご相談ください。

放課後児童クラブの実施機関を募集します
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島
原
市

雲
仙
市

南
島
原
市

72
-2
06
6

38
-3
03
0

72
-2
05
5

38
-6
40
0

78
-2
74
4

82
-2
35
2

77
-4
18
2

82
-1
77
1

泉
歯
科
医
院

朝
永
歯
科
医
院

前
川
歯
科
医
院（
深
江
）

土
井
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

堺
歯
科
医
院

あ
き
ら
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

ね
ぎ
歯
科
医
院

さ
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

慢
性
疲
労
症
候
群

肝
臓
が
ん

赤
ち
ゃ
ん
の
ワ
ク
チ
ン

失
明
す
る
眼
の
病
気

自
殺
と「
う
つ
」の
関
係

残
薬
問
題
：
お
宅
に
薬
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土・
日
曜
日

5

 日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 1
 

2 
3 

4 
5 

6 
7

 8
 

9 
10
 

11
 

12
 

13
 

14

 1
5 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

21

 2
2 

23
 

24
 

25
 

26
 

27
 

28

 2
9 

30
 

31

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

●
雲
仙
モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
み
ず
ほ

（
み
ず
ほ
の
森
渓
流
公
園
）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
愛
野
記
念
病
院

　（
愛
野
町
36
-0
01
5）

　
公
立
新
小
浜
病
院

　（
小
浜
町
74
-2
21
1）

　
長
田
医
院

　（
瑞
穂
町
77
-3
62
2）

　
副
島
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　（
小
浜
町
74
-3
70
0）

●
遺
言・
契
約
等
法
律
相
談
所（
午

後１
時～
４時
、愛
野町
公民
館
）

●
行政

相談
（午

前９
時３
０分
～正

午、
国見
総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、千
々
石
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～

４
時
、小
浜
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４

時
、南
串
山
総
合
支
所
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　
（国
見農
村環
境改
善セ
ンタ
ー）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
０

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～

正
午
、瑞
穂
総
合
支
所
）

●
行
政
相
談（
午
前
９
時
～
正

午
、吾
妻
町
ふ
る
さと
会
館
）

●
人
権よ
ろず

相
談（
午
前９
時～

正午
、千
々石
保健
セン
ター
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　（
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談

　 （
吾
妻
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
市
内
小
学
校
運
動
会
・

中
学
校
体
育
大
会

　
中
村
眼
科
医
院

　（
愛
野
町
36
-1
06
0）

　
く
さ
の
循
環
器
内
科

　 （
千
々
石
町
37
-6
05
0）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
０

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、千
々

石
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時

３
０
分
～
４
時
、愛
野
総

合
支
所
）

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、神
代

研
修
セ
ン
タ
ー
）

●
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば（
午

後
１
時
～
、愛
野
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
市
内
小
学
校
運
動
会
・

中
学
校
体
育
大
会

　
愛
野
診
療
所

　（
愛
野
町
36
-0
00
9）

　
松
島
外
科
　

　（
小
浜
町
74
-4
38
8）

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、小
浜

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
視
覚
障
害
者
の
生
活

訓
練
※
詳
細
Ｐ
２
０

●
創
業・
起
業
支
援
相
談
会

　
（
午
後
2時
～
4時
、吾
妻
町

ふ
るさ
と
会
館
）※
詳
細
P2
2

●
雲
仙
市
就
職
支
援
相
談

（
午
前
10
時
30
分
～
午

後
4
時
2
0
分
、愛
野
町

公
民
館
）※
詳
細
P
22

●
市
内
小
学
校
運
動
会

●
小
浜
温
泉
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

サ
ミ
ット
（
小
浜
公
会
堂
）

　
松
尾
胃
腸
科
外
科
医
院

　（
国
見
町
78
-1
00
0）

　
木
戸
眼
科

　（
小
浜
町
74
-3
22
2）

●
１
歳
６
か
月
児
健
康
診

査（
午
後
１
時
～
、吾
妻

保
健
セ
ン
タ
ー
）

12
11
10

5月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

元
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談
（
受
付
/
9
:
3
0
～
1
0
:
3
0
、
8
月
の
対
象
/
H
2
6
.
8
～
H
2
7
.
3

生
）
は
参
加
自
由
。
午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、
市
民
窓
口
課
（
☎
3
8
-
3
1
1
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

憲
法
記
念
日

こ
ど
も
の
日

み
ど
り
の
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●

●
の
対
象
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談
（
受
付
/
9
:
3
0
～
1
0
:
3
0
、
５
月
の
対
象
/
H
2
7
.
5
～
H
2
7
.
1
2

生
）
は
参
加
自
由
。
午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、
総
合
窓
口
課
（
☎
3
8
-
3
1
1
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

●
第
8
回
雲
仙
市
民
音

楽
祭
（
午
後
1
時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯
・
Y
O
U
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
午
前
9
時
～
）

1
2
日（
火
）～
1
6
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診
（
小
浜
体
育
館
）
　
※
詳
細
P
1
3

医医医医医医

医医

医医

医医

医医 医医



平成28年経済センサス－活動調査を実施します。
　総務省と経済産業省は、平成28年6月1日現在で、「平成28年経済センサス－活
動調査」を実施します。全国のすべての事業所および企業が対象になります。
　この調査は、政府が実施する統計調査の中でも特に重要な調査の一つであり、正
確な統計を作成するため、「統計法」に基づいた回答義務のある基幹統計調査です。
　皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

問　政策企画課　☎38-3111

調査票は、平成28年5月末日までに調査員がお届けします。
ぜひ、インターネットでご回答ください。

地球温暖化対策として、一般住宅用太陽光発電システムの補助を実施します。
○補助要件　　以下のいずれにも該当すること。
・�本市に住所を有する人（太陽光発電システムの設置完了後から補助金交付までに本市に住所を有
することになった場合を含む。）

・市内にある住宅に新たに太陽光発電システムを設置すること。
・電力会社と電灯契約および余剰電力の受給契約を締結できる人。
・市税を滞納していないこと。
○補助金額　　１件あたり６万５千円
○受付件数
　本年度の受付件数は50件を予定していますが予算額に達した場合、受付を終了します（先着順）。

＊太陽光発電システム設置前に補助金の申請が必要です。
＊詳細については、ホームページをご覧いただくか環境政策課にご連絡ください。
� 問　環境政策課　☎38-3111

一般住宅用太陽光発電システム導入費補助金

【対象者】
・市内に事業所を有する法人または個人事業主
・団体

【対象となる研修等・経費】
・�従業員の職場定着率の向上を目的として行わ
れる人材育成のための研修や労働環境改善の
ための取組み、経営改革コンサル等

・�講師謝金、印刷製本費、会場使用料、教材費、
資格取得のための受講料・受験料など

【要件】
①�法人や個人事業主、団体が負担する経費であ
ること（従業員が負担する経費でないこと）

②�就業規則（またはそれに準じたもの）を規定
している（する）こと

③�市の交付決定を受けた後に研修等を実施する
こと

【補助金額】
対象経費の２／３以内、100万円を限度

 魅力ある職場づくりを支援します！
～雲仙市魅力ある職場づくり支援事業費補助金～

※予算額は1,000万円です。なくなり次第終了します。
※詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。 問　商工労政課　☎38-3111
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申込・問　商工労政課　☎38-3111

雲仙市産業サポート事業
　創業や新設した企業の事業活動の支援と中小企業の経営改革、農商工連携事業による新事業への支援を
行い、市内産業の活性化と健全な発展を目指します。

事業区分 創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業

補 助 対 象 者 市内で創業または経営改革に取り組む個人、
中小企業者

市内農林漁業者を含む２業種以上で組織さ
れ、互いに資源や工夫を出し合い、密接な
繋がりをもつ連携体

補助対象事業

高い技術と優れた事業計画により行われる
創業や経営改革に取り組み、事業化を行う
もので、別に定める条件を全て満たすもの。
※条件についてはお問い合わせください。

農商工連携により、新商品・新技術・新サー
ビスの開発および提供を行う事業で、別に
定める条件を全て満たすもの
※条件についてはお問い合わせください。

補助率および
補 助 限 度 額

補助対象経費の2分の1以内
１件につき300万円
※新規常用雇用者数（正社員以外については、2人の雇用をもって正社員1人の雇用とみ
なす。）が2人以上の場合は500万円。
※事業期間が2会計年度にわたる場合であっても1件となります。

【審査方法】�市における事務的審査（１次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションおよび質疑応答を
行う面接形式の審査会（2次審査）を行います。

【応募締切】5月31日㈫　午後５時まで

JJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJJ

雲仙市商工業活性化推進事業
　市は、商工業の活性化に寄与するため、雲仙市商工業活性化推進事業補助金を交付します。

創業支援事業

【補助対象者】雲仙市内で創業を行おうとする個人または法人
【補助対象経費】�機械装置等購入費等の事業推進費および展示会等の会場費等の販路開拓

費
【補助金額等】対象経費の2分の1以内、上限20万円　　※申請は1回限り

新規出店事業

【補助対象者】�市内の新規出店や既存家屋を活用し、新たに一般の来客を見込まれる事
業に取り組む個人または法人

【補助対象経費】（１）店舗（駐車場を含む。）の賃借料（敷金、礼金を除く。）
　　　　　　　（２）店舗改修等に要する経費
【補助金額等】（１）店舗の賃借料の2分の1以内（最長１年間）上限月額5万円
　　　　　　　（２）店舗の改修等に要する経費の2分の1以内　上限100万円

持続化支援事業
※応募締切
　5月31日㈫ 午後5時まで

【補助対象者】�市内に住所また主たる事業所を有し、引き続き1年以上の同一事業を営
む個人または法人

【補助対象経費】�機械装置等購入費等の事業推進費および展示会等の会場費等の販路開拓
費

【補助金額等】対象経費の2分の1以内、上限10万円　　※申請は1回限り

にぎわい創出事業

【補助対象者】�集客やイメージアップに有効で、にぎわいに寄与する取り組みを行おう
とする個人もしくは法人またはそれらに構成される団体等

【補助対象経費】デザインおよび広告宣伝等に要する経費
【補助金額等】対象経費の2分の1以内、上限10万円　※年1回を限度とする。

※事業着手は、補助金交付決定後にお願いします。　
※上記のほか、諸条件がありますので、詳しくは商工労政課へお尋ねください。
※持続化支援事業は応募締切がありますのでご注意ください。
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雲仙市による長崎県創業バックアップ資金信用保証料補給補助金
　市内における創業を支援するため、資金の融資を受ける際に必要な信用保証料相当分に対し、補助
金を交付します。

【対 象 者】 （１）市内に事業所を有し、または開設する法人
（２）市内に事業所を有し、または開設し、かつ、事業を行っているまたは開始する個人

【補助対象】 資金・・・長崎県創業バックアップ資金
2,500万円までの部分。信用保証料は年0.65％までの部分。

【補助金の額】 ・5年（60か月）分が対象となります。
・補助金は毎年1月～12月を算定期間として、1年分ずつ交付します。
・1年分ずつの補助金の上限は1年で15万円です。

　※詳しくは商工労政課までお問合せください。� 問　商工労政課　☎38-3111

　

今
か
ら
2
2
4
年
前
の
1
7
9

2（
寛
政
4
）年
5
月
21
日
、
城
下

町
・
島
原
の
そ
ば
に
あ
る
眉
山
が
、

火
山
活
動
に
伴
う
強
い
地
震
に

よ
っ
て
大
崩
壊
を
起
こ
し
ま
し
た
。

大
量
の
土
砂
が
海
に
流
れ
込
ん
だ

た
め
に
津
波
が
発
生
し
、島
原
半
島

だ
け
で
な
く
熊
本
・
天
草
の
沿
岸

を
含
め
、広
い
範
囲
で
甚
大
な
被
害

が
出
ま
し
た
。「
島
原
大
変
・
肥
後

迷
惑
」と
い
う
言
葉
で
語
り
継
が
れ

る
大
災
害
で
す
。こ
の
時
発
生
し
た

津
波
は
、南
島
原
市
布
津
町
の
沿
岸

に
も
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

　
「
大
変
後
島
原
絵
図
」は
、眉
山
の

崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ
た
津
波
が
ど

こ
ま
で
達
し
た
か
が
示
さ
れ
て
い

る
、
大
変
貴
重
な
絵
図
で
す
。こ
の

絵
図
に
よ
る
と
、布
津
町
の
大
崎
鼻

は
全
体
が
津
波
で
浸
水
し
た
と
さ

れ
、そ
の
高
さ
は「
汐し

お
サさ

十
九
丈
」と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
汐
サ
」と
は
、

津
波
が
到
達
し
た
地
点
の
標
高
の

こ
と
で
、一
丈
が
約
3
m
で
す
か
ら
、

「
十
九
丈
」と
い
え
ば
、標
高
50
m
を

こ
え
る
高
さ
ま
で
津
波
が
押
し
寄

せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
津
波
は
地
震
だ
け
で
な
く
、ダ
ム

湖
や
狭
い
入
り
江
の
中
に
大
量
の

土
砂
が
流
れ
込
ん
で
発
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
火
山
活

動
に
伴
う
地
す
べ
り
が
引
き
起
こ

し
た
津
波
と
し
て
は
、布
津
町
大
崎

鼻
に
達
し
た
高
さ
が
世
界
一
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、布
津
町
以
外
の
と

こ
ろ
で
は
、津
波
が
達
し
た
場
所
の

標
高
は
10
～
15
m
程
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、な
ぜ
布
津
町
だ
け
特
に

高
い
と
こ
ろ
ま
で
津
波
が
押
し
寄

せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
布
津
町
に
は
、数
十
万
年
間
に
及

ぶ
布
津
断
層
の
動
き
に
よ
り
、深
江

町
側
の
地
面
が
沈
む
こ
と
に
よ
っ

て
で
き
た
崖
が
あ
り
ま
す
。こ
の
崖

の
先
端
に
あ
る
の
が
大
崎
鼻
で
す
。

眉
山
の
崩
壊
に
伴
い
、大
き
な
波
紋

と
な
っ
て
有
明
海
の
中
に
広
が
っ

て
い
っ
た
津
波
は
、あ
た
か
も
そ
の

進
行
を
く
い
止
め
る
屏
風
の
よ
う

に
、海
に
突
き
出
て
い
る
大
崎
鼻
を

直
撃
し
た
の
で
す
。こ
れ
が
、
布
津

町
で
特
に
高
い
場
所
ま
で
津
波
が

押
し
寄
せ
た
理
由
で
す
。

　
大
崎
鼻
に
建
て
ら
れ
て
い
る
供

養
塔
は
、か
つ
て
こ
の
場
所
が
島
原

大
変
に
よ
る
津
波
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
を
、今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
次
回
は「
定
点
」を
紹
介
し
ま
す
。

布
津
町
に
あ
る

布
津
町
に
あ
る

布
津
町
に
あ
る

布
津
町
に
あ
る

布
津
町
に
あ
る

布
津
町
に
あ
る
「
世
界
一
」

「
世
界
一
」

「
世
界
一
」

「
世
界
一
」

「
世
界
一
」

「
世
界
一
」

布津町大崎鼻の先端に建てられている
流死菩提供養塔

布津町大崎鼻（矢印の先端）　
布津断層の動きがつくった地形
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光化学オキシダントに注意しましょう！
　県内では、近年、春や秋に光化学オキシダント濃度が高くなる傾向があります。光化学オキシダント濃
度が高くなり生活環境に影響がある場合、「注意報」をお知らせすることにしています。　　　

【光化学オキシダントとは？】
　工場の煙や自動車の排気ガスに含まれている大気汚染物質が、太陽の紫外線により化学反応を起こし
て発生するオゾン等の酸化力が強い物質で、光化学スモッグの原因となります。また天然に存在してい
る「自然界のオゾン」も含まれます。

【どのような時に濃度が高くなるの？】
　長崎県内では過去の測定結果から５月から９月までの晴れた日中に高濃度になる傾向があります。一
般的に日ざしが強く、気温が高く、風が弱い日の日中に発生しやすくなります。特に、もやがかかり、
遠くのものが見にくく視界が悪い日は注意しましょう。
なお、曇天や雨天、風が強い日、晴れの日でも太陽が沈み日没以後は濃度が低くなります。
※人に対する影響は？
　目がチカチカしたりショボショボしたり涙が異常に出たりする場合があります。また、のどが痛く
なったりすることもあります。

※注意報が発令されたら？
　身体の弱い人は屋外でのはげしい運動は避け、屋内に入りましょう。また屋内に入っても、場合に
よっては窓やカーテンを閉めるなどの措置が必要です。

※眼やのどに異常を感じ時は？
　すぐに屋内に入り、きれいな水で洗眼やうがいを十分に行い、休息してください。
　回復しない場合は、病院で診察を受けてください。

【問い合せ】環境政策課　☎38-3111

雲仙市図書館からのお知らせ
雲仙市図書館は、5月30日に開館12周年をむかえます。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。

雲仙市図書館１２周年記念イベント

　基本的な韓国語の読み書きができる人を対象に、日常会話を中心に学ぶ。ハングル検定３級を目標にする。
日時 5月10,17,24,31日・6月7,14,21,28日・7月5,12日　㈫　午後２時～４時
講師 キム　ヒョキョン　（観光物産課）　　　対象 一般（基本的な読み書きのできる人）　　　定員 15人　　　
費用 無料　　　持参品 筆記用具　　　場所 愛野町公民館　　　
申込先 愛野町公民館　☎36-0616　　　 申込期間 4月11日㈪～5月9日㈪

韓国語教室 中級

市民講座市民講座市民講座UNZENUNZENUNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９～５時までです。皆さんのご応募お待ちしています。

◆おはなし会
日時：５月28日㈯　午後２時～３時
場所：国見町文化会館  ロビー
出演：おはなしのへや ぐりとぐら
◆ミニ��ブックリサイクル
日時：５月29日㈰　午前10時～午後６時
場所：国見町文化会館  ロビー

◆絵てがみ教室
日時：５月28日㈯　午後３時15分～４時15分
場所：国見町文化会館  リハーサル室
人数：先着20人
　　　（�５月１日～受付開始です。�

詳しくは雲仙市図書館だよりをご覧ください）

【問い合わせ先】　��雲仙市図書館　☎78-3977
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福祉課高齢障害班
☎36－2500 おおおおおお 知知知知知知 らららららら せせせせせせせせせ

■障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）
は、障がいのある人やその家族を対象に、毎月巡回
相談をおこなっています。お気軽にご相談くださ
い。秘密は厳守します。
日時場所　5月9日㈪　瑞穂町民センター
時間　午後1時30分～4時まで
相談　無料（予約不要）
問　障害者相談支援事業所「はあと」☎36-3850

■通学支援事業について
　特別支援学校への通学に係る保護者の負担軽減及び児童の自立促進を目的とした「通学支援事業」を平成
27年6月1日より開始して、現在5人が利用されています。事業の内容は、児童が安心、安全に通学できるよう、
特別支援学校への通学時にヘルパーが付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行ないます。

■雲仙市職場実習促進事業の拡充について
　市では、市内に住所を有する障害者手帳をお持ちの人を対象に職場実習促進事業を行っています。
支給内容は、障害者就業・生活支援センター「ぱれっと」へ登録した人で、一般企業への職場実習を行った
時に、下記の助成を行なっています。

助成内容 支給対象者 実習期間 支　給　額

交通費助成 身体障害者手帳、・療育
手帳・精神障害者保健福
祉手帳をお持ちの人

1日4時間以
上の実習で5
日以上、1月
以内

自宅から実習先までの実費
（公共交通機関および自家用車）
１日2,000円上限

傷害保険料 １回1,080円上限
実習奨励金 実習受入れ企業 １人１日2,500円

■「要約筆記奉仕員養成講座」受講生募集
期間　毎週土曜日　
基礎課程　5月7日～7月2日（全16回）※6月18日は休み
応用課程　7月9日～8月6日（全10回）
場所　島原市福祉センター
時間　午前10時～午後3時　午前と午後2回開催
対象者　興味のある人で年齢不問
テキスト代　3,400円　
問　島原市社会福祉協議会　☎0957-63-3855

生活困窮者自立支援事業
経済的に苦しい…　仕事がなくて困っている…

こんなときはご相談ください
不安や心配がある人は、一人で悩まず深刻化する前に早めにご相談ください。

まず、困っていることを話してください。
・就労や家庭、心身の問題など抱えている問題を広くうかがいます。
・相談の内容によっては、適切な対応ができる専門機関へつなぎます。
・窓口に来られない場合は相談員が訪問することもできます。

1

あなたに必要な支援を提供、プランを一緒に作成。
・あなたの抱えている課題を評価分析し、必要な支援を把握します。
・あなたの希望を尊重しながら、必要な支援が計画的に行われるように
　自立に向けたプラン（自立支援計画）を策定します。

2

自立のために一緒に目標に取り組みましょう。
・あなたの問題を解決するために必要な関連機関と連携して支援を行います。
・各人の状況に合わせて継続して支援します。

3

問合せ先：雲仙市福祉事務所保護課　☎36-2500

相談
無料
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　雲仙市では、平成28年度より補助金額に上乗
せを行い、設置補助金の拡充を行っております。
◆対象者
　①下水道等区域以外に合併浄化槽を設置する
人（建売住宅を除く）、②市税の未納がない
こと
◆申請様式　下水道課にお問い合わせいただく
か、市ホームページよりダウンロードください。
◆申請窓口　雲仙市下水道課（愛野総合支所別館内）
◆補助金額(限度額)　

区　分 通常処理型 高度処理型
5人槽 498,000円 666,000円

6～7人槽 621,000円 729,000円
8～10人槽 822,000円 864,000円
11～20人槽 1,408,000円 1,638,000円
21～30人槽 2,208,000円 2,790,000円
31～50人槽 3,055,000円 3,744,000円
51人槽以上 2,181,000円 2,548,000円

※補助金額の計算方法が変更され、工事費により上記
補助限度額の範囲内で補助金額が変動いたします。
� 問　下水道課　☎38-3111

■�浄化槽を設置する場合に、	�
工事費の一部を補助します

　平成28年度雲仙市海水浴場管理運営業務受託
者を募集します。ご希望の場合は必ず募集要項を
ご確認のうえ、お申込みください。（募集要項・
申込書は市ホームページまたは財産管理課、各総
合支所地域振興課に備え付けています）
【対象施設】①長浜海水浴場（国見町神代戊地先）
　　　　　②千々石海水浴場（千々石町丙地先）
【委託金額】①962,280円（税込）
　　　　　②1,082,160円（税込）
【委託期間】平成28年7月1日㈮～8月19日㈮まで
【業務内容】
・海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること
・海水浴場施設の維持管理に関すること　など
【�販売営業】区域内での物品販売やレンタル業務
を行なうことができる
【�申込方法】財産管理課、各総合支所地域振興課に
備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を
記入し、必要書類を添付の上、財産管理課または
各総合支所地域振興課に提出してください。
【受付期間】
平成28年5月9日㈪から23日㈪午後5時まで

問・申込　財産管理課　☎38-3111

■�平成28年度　雲仙市海水浴場	
管理運営業務委託について

あふれる笑顔で頑張ります！！
　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
採
用
さ
れ
た
12
人
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
新
規
採
用

職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

※�
4
月
1
日
か
ら
の
人
事
異
動
情
報
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

農林水産課 財政課 子ども支援課 税務課 福祉課 監理課 地域振興課
（後列） 幸田 龍星 深堀　淳 持永 俊太 村尾 憲一 高谷　幸 堤内 雄太 坂本 雄大

生涯学習課 地域振興課 総合窓口課 生涯学習課 地域振興課
（前列） 竹下 賢一 久保坂 隼人 吉川 真央 村子 晴奈 小田 葉月
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貸与条件　
　扶養者が1年以上市内に住民登録しており、経済
的な理由で修学が困難で、学業・人物ともに奨学
生としてふさわしい人
※�他の奨学金制度との重複貸与可（ただし、独立行
政法人日本学生支援機構との重複貸与不可）
対象学校　
①大学・大学院・短期大学・農業大学校
②�高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準に
よる修業年限2年以上の学校）・各種学校（各種
学校規定による修業年限2年以上の学校）
③高等学校
貸与金額　①･･･月額20,000円以内
　　　　　②･･･月額15,000円以内
　　　　　③･･･月額12,000円以内
申込期間　4月1日（金）～ 5月20日（金）
申込方法　教育委員会総務課や各駐在に備え付け
の奨学資金貸付申込書（市ホームページからダ
ウンロードもできます）に必要書類を添付し、
教育委員会総務課または各駐在に提出してくだ
さい。

� 問　教育委員会総務課　☎37-3113

■奨学生を募集します
◎雲仙市奨学生

　6月1日は人権擁護委員法が施行された日です。
　人権擁護委員は、皆様の身近なところで人権を
守るために活動しています。各地区（町）の人権擁
護委員が下記のとおり特設人権相談所を開設しま
すので、家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルな
ど皆様の悩みや心配ごとを相談してみませんか？ 
相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽に
ご相談下さい。

地区 開　設　場　所

6月2日㈭
午前10時
～午後3時

国見農村環境改善センター
瑞穂町公民館

吾妻町ふるさと会館
愛野町公民館

千々石保健センター
小浜老人福祉センター
南串山保健福祉センター

� 問　総合窓口課　☎38-3111

■全国一斉「人権擁護委員の日」
　特設人権相談所開設のお知らせ

　雲仙市では、これから自分で創業したい、創業し
て間もない人を対象に、専門の相談員による創業・
起業支援相談会を開設しています。
　大まかなイメージ、漠然とした夢の段階でもか
まいません。お気軽にお申し込みください。

○5月相談会
【相談日時】5月24日㈫　
　　　　　①午後2時～3時　②午後3時～4時
【場　所】　吾妻町ふるさと会館　2階研修室2
【対象者】　�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、

創業・起業間もない人
※相談をご希望の際は事前予約をお願いします。

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

　5月の相談日は、5月26日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※�相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へＵ
ＪＩターン希望の人

【相談の時間帯】
①10時30分～11時20分
②11時30分～12時20分
③13時30分～14時20分
④14時30分～15時20分
⑤15時30分～16時20分

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します！
　　～雲仙市就職支援相談事業～

　小浜町朝日山遺跡や南串山町国崎遺跡では縄文
時代や奈良平安時代の土器や石器が発見されてお
り、それらの出土品を展示します。
【期間】　5月1日㈰～6月30日㈭　
　　　　午前9時～午後6時
【場所】　雲仙市小浜歴史資料館
【入館料】100円
※6月5日㈰には学芸員
立会いのもと、本物の出
土品に触れながら解説を
行ないます。

問　雲仙市小浜歴史資料館　
　　　　　　　☎75-0858

■小浜歴史資料館
　『小浜・南串山の古代遺跡展』

約３千年前の縄文土器

● 広報うんぜん
平成28年5月 22



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈募集住宅〉

住宅名 神代教職員住宅
（1戸）

野田教職員住宅
（2戸）

号　室 2号室 1、2号室

所　在 国見町神代丙
291番地2

千々石町戊299
番地

建　設 平成5年度 昭和58年度

構　造 木造2階建 コンクリートブロック造
2階建

間　取
1F 和室6帖、
　  洋室7.5帖
2F 和室6帖、
　  洋室6帖

1F 洋室6帖
2F 和室4.5帖、
　  和室6帖

駐車場 無 無
浴　槽 有 有
共益費 無 無

〈申込期間〉　5月2日㈪～20日㈮
〈�申込方法〉　入居については入居資格に該当され
ていることが条件です。詳しくは教育委員会総務
課または各駐在に備え付けている募集要項をご
覧になり、必要書類を提出してください。
� 問　教育委員会　総務課　☎37-3113

■現在空いている教職員住宅の
　一般入居者を募集します。

　「農業振興地域」は、法律でその用途が制限されてい
ます。「農業振興地域」の農用地区域内の土地では、原
則として農用地以外の用途に利用することはできませ
ん。
　この土地を農業用施設（農機具倉庫・蓄舎等）として
利用したい場合は用途変更（軽微な変更）、やむを得な
い事情により農用地以外の用途に利用したい場合（住
宅、店舗、資材置場、太陽光施設用地等）や軽微な変更
をした土地を更に別の用途に利用したい場合は農用地
区域から除外の許可（重要変更）が必要です。農業振興
地域の農用地への編入を希望するときもその許可が
必要です。
　農地を農用地以外の用途に利用したいと考えている
人は、その農地が農用地区域内の農地かどうかを農林
水産課でご確認・ご相談ください。なお、変更申請から
許可まで早くて７か月以上かかりますので、計画がある
場合はお早めにご相談ください。（重要変更も軽微な
変更も、それぞれ年3回の受付となります。それぞれの
提出期限はお問い合わせください。）
　なお、除外については、変更申請をされても、除外要
件を満たさない場合は、許可ができません。また、変更
申請されても許可がおりるまでは決して事業に着手し
ないでください。
� 問　農林水産課　☎38-3111

■農振農用地区域の用途を
　変更するときは農振手続きを

　交流館は、国見町神代小路伝統的建造物群保存
地区において、まちづくりと交流活動の拠点とし
て整備された建物です。大小のホールと和室を備
え、イベントや研修会、講演会場として使用するこ
とができます。ぜひご活用ください。
利用時間　午前9時～午後10時
休館日　年末年始（12月29日～1月3日）
使用料　

区分 施設使用料
（1時間）

冷暖房使用料
（1時間）

大ホール 300円 500円
小ホール 200円 300円
和室 100円 ―

問・申込　雲仙市歴史資料館　
　　　　　国見展示館　☎78-2334

■雲仙市神代小路まちなみ交流館
　オープン

　昨年度まで、軽自動車税の口座振替ご利用の方
には、「口座振替済通知書」をお送りしていました
が、省資源化の推進や事務の効率化および経費削
減の観点から、平成28年度より車検（継続検査）対
象車両を除き、廃止させていただきます。みなさま
のご理解とご協力をお願いいたします。なお、車検
（継続検査）が必要な車両につきましては、これま
でどおり6月中旬頃に「口座振替済通知書および納
税証明書（継続検査用）」をお送りします。また、「口
座振替済通知書および納税証明書（継続検査用）」
が届く前に車検を受けられる場合は、お手数です
が、市役所収納推進課または各総合支所の窓口で
申請してください。申請される際は、口座引落しさ
れた通帳をお持ちください。手数料は無料です。
� 問　収納推進課　　☎38-3111

■軽自動車税の口座振替済通知書の
　一部廃止について

　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が毎月実施されます。職業相談、
職業紹介が雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）で受
けられますので就職活動中の人、転職を考えてい
る人、お気軽にご相談下さい。
日　時：5月11日㈬　午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
※事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

● 広報うんぜん
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Information

　
お
知
ら
せ

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
小
浜
第
1
団
で

は
、ビ
ー
バ
ー
隊（
小
1
～
2
）、カ
ブ

隊（
小
3
～
5
）、
の
新
入
隊
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。野
外
活
動
を
中
心

に
、キ
ャ
ン
プ
や
工
作
、奉
仕
活
動
な

ど
の
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
月
に
1
回
実

施
し
て
い
ま
す
。活
動
拠
点
は
小
浜

で
す
が
、
雲
仙
市
内
の
子
ど
も
で
あ

れ
ば
入
隊
可
能
で
す
。仲
間
と
共
に

外
で
元
気
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

問　
恵
燈
保
育
園

�

☎
0
9
5
7（
74
）5
2
6
0

■
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

「
介
護
相
談
員
」募
集

内
容　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
訪
問
し
て
利
用
者
や
家
族
の
相

談
を
受
け
る
業
務

募
集
人
数　
若
干
名

応
募
資
格　
65
歳
未
満
、
要
自
動
車

免
許

活
動
謝
礼　
1
回
6
，0
0
0
円

応
募
期
間　
5
月
2
日
㈪
～
20
日
㈮

応
募
方
法　
島
原
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

雲
仙
市
福
祉
課
に
備
付
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
別

途
作
文（
4
0
0
字
）と
と
も
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
面
接

選
考
日
・
場
所　
応
募
者
に
別
途
通

知
申
込
・
問

　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

�
☎
0
9
5
7（
61
）9
1
0
1

■
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

「
介
護
認
定
調
査
員（
非
常
勤
職

員
）」募
集

内
容　
認
定
調
査（
調
査
対
象
者
の

自
宅
ま
た
は
施
設
を
訪
問
し
、
心

身
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す

る
業
務
）、調
査
票
の
作
成
・
提
出

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
時
間　
月
曜
～
金
曜　
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時

勤
務
場
所　
島
原
市
有
明
庁
舎
、
雲

仙
市
千
々
石
事
務
所
ま
た
は
南
島

原
市
布
津
事
務
所

賃
金　
月
額
17
万
6
，0
0
0
円（
夏

季
・
冬
季
一
時
金
あ
り
）

雇
用
期
間　
平
成
28
年
6
月
1
日
～

平
成
29
年
3
月
31
日（
た
だ
し
、勤

務
良
好
の
場
合
更
新
の
可
能
性
あ

り
）

応
募
資
格　
介
護
支
援
専
門
員
、
保

健
師
、正
看
護
師
、社
会
福
祉
士
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

人
。要
自
動
車
免
許
。エ
ク
セ
ル
が

使
え
る
こ
と
。平
成
28
年
4
月
1

日
現
在
で
65
歳
未
満
。

応
募
期
間　
5
月
2
日
㈪
～
5
月
20

日
㈮

応
募
方
法　
履
歴
書（
市
販
）、
資
格

者
証（
複
写
可
）を
島
原
地
域
広
域

市
町
村
圏
組
合
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法　
筆
記
試
験
・
面
接

選
考
日
・
場
所　
応
募
者
に
別
途
通

知
申
込
・
問

　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

　
☎
0
9
5
7（
61
）9
1
0
3

■
平
成
28
年
度
自
動
車
税
納
期
の
お

知
ら
せ

　
平
成
28
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限

は
5
月
31
日
㈫
で
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
な
ど
で
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
納
付
も
で
き
ま
す
。

問　
県
央
振
興
局
税
務
部

�

　
☎
0
9
5
7（
22
）0
5
0
8

■
平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験

試
験
種
目　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、第
1
種
銃
猟
免
許
、第
2
種
銃

猟
免
許

日
時
・
場
所　

（
1
次
試
験
）

　
6
月
8
日
㈬　
島
原
振
興
局

　
※�

網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
は
同

日
に
2
次
試
験
も
実
施
。

　
※�

第
1
種
・
第
2
種
銃
猟
免
許
の

2
次
試
験
は
1
次
試
験
合
格
者

に
対
し
、別
日
に
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間　
4
月
25
日
㈪
～
5
月
20

日
㈮
ま
で

問　
島
原
振
興
局
農
林
水
産
部
農
業

企
画
課

�

　
☎
0
9
5
7（
62
）3
6
1
0

※
受
験
の
た
め
の
講
習
会
が
別
途
実

施
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
長
崎
県
猟

友
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

	

☎
0
9
5（
8
2
2
）7
2
1
3

■
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
サ
ミ
ッ
ト
IN
小
浜

2
0
1
6

日
時　
5
月
29
日
㈰

�

　
午
後
2
時
30
分
～
5
時
30
分

場
所　
サ
ミ
ッ
ト（
雲
仙
市
小
浜
公

会
堂
）、交
流
会（
旅
館　
春
陽
館
）

内
容　
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
（
雲

仙
市
立
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
）、
基
調
公
演『
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

と
国
際
交
流
』、
パ
ネ
ル
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム『
地
方
を
元
気
に
彩
る

街
お
こ
し
』ほ
か

※
5
月
30
日　
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

　
（
希
望
者
の
み
）　
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

〔
広
告
〕

☎
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通
り
、足
湯
、小
浜
歴
史
資
料
館
、

温
泉
水
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
を
巡

り
ま
す
。

問　
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
サ
ミ
ッ
ト
実
行

委
員
会　
宮
田　
隆

�

　
☎
0
9
5
7（
74
）5
1
2
1

■
雲
仙
殉
教
・
巡
礼
の
道
を
歩
く

日
時　
5
月
8
日
㈰　
午
前
10
時
～

11
時

集
合
場
所　
小
浜
町
石
合
の
浜
海
岸

（
国
道
57
号
線
バ
ス
停「
石
合
の

浜
」・
日
本
陸
連
小
浜
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
傍
）

歩
く
コ
ー
ス　
石
合
の
浜
か
ら
小
浜

歴
史
資
料
館
ま
で（
約
1.5
㎞
）

参
加
資
格　
自
由

費
用　
無
料

問　
巡
礼
の
道
を
歩
く
会
実
行
委
員

会　
宮
田　
隆

�

　
☎
0
9
5
7（
74
）5
1
2
1

■
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん

　
～
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
者
を

�

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

　
「
一
緒
に
話
を
し
た
い
」「
あ
な
た

の
声
が
聞
き
た
い
」引
き
こ
も
り
経

験
者
や
不
登
校
経
験
者
が
勇
気
を
出

し
て
参
加
し
ま
す
。
み
ん
な
で
経
験

を
共
有
し
、一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

日
時　
毎
月
第
3
日
曜
日

�

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　
愛
野
町
公
民
館

問　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
う
ん
ぜ
ん　
代

表　
草
野
友
一

�

☎
0
9
0（
3
4
1
9
）4
1
3
4

■
平
成
28
年
度
長
崎
県
銃
砲
刀
剣
類

審
査
会

日
時
・
場
所
　

第
1
回　
6
月
6
日
㈪
長
崎
県
庁

第
2
回　
9
月
5
日
㈪
長
崎
県
庁

第
3
回　
12
月
5
日
㈪
県
北
振
興
局

第
4
回　

�

平
成
29
年
3
月
6
日
㈪

　
　
　
　
長
崎
県
庁

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
ま
で

持
参
す
る
も
の　

①
当
該
銃
砲
刀
剣
類

②
鉄
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証（
新

規
登
録
の
場
合
の
み
）

③
手
数
料　

　
（
新
規
登
録
審
査　
1
件
に
つ
き 

6
，3
0
0
円
）（
登
録
証
再
交
付

　
1
件
に
つ
き
3
，5
0
0
円
）

問　
長
崎
県
教
育
庁
学
芸
文
化
課　

�

☎
0
9
5（
8
9
4
）3
3
8
4

■
あ
な
た
の
夢
を
仕
事
に
し
ま
せ
ん

か
？
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
雲

仙
市
商
工
会

　
雲
仙
市
で
は
、
市
商
工
会
と
日
本

政
策
金
融
公
庫
と
連
携
し
、
毎
月
1

回
「
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
雲
仙

市
商
工
会
」を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

創
業
・
起
業
の
み
な
ら
ず
、
金
融
な

ど
の
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
5
月
相
談
会

相
談
日
時　
5
月
9
日
㈪

�

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　
雲
仙
市
商
工
会
小
浜
支
所

○
6
月
相
談
会

相
談
日
時　
6
月
13
日
㈪

�

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　
雲
仙
市
商
工
会
国
見
支
所

問
・
申　

　
雲
仙
市
商
工
会
小
浜
支
所

�

☎
0
9
5
7（
74
）3
1
7
1

　
雲
仙
市
商
工
会
国
見
支
所

�

☎
0
9
5
7（
78
）2
0
9
5

■
魅
力
あ
る
諫
早
湾
水
産
業
創
出
支

援
事
業
の
募
集

　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で

は
、
諫
早
湾
に
お
け
る
水
産
資
源
の

維
持
・
増
大
ま
た
は
新
た
な
定
着
化

の
た
め
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
水
産

振
興
に
資
す
る
事
業
を
募
集
し
、
選

定
さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

期
間　
5
月
2
日
㈪
～
7
月
15
日
㈮

公
募
要
領　
雲
仙
市
農
林
水
産
課
林

務
水
産
班
、瑞
穂
総
合
支
所
、国
見

総
合
支
所
に
置
い
て
い
ま
す
。

問　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

�

☎
0
9
5
7（
26
）6
8
0
8

■
ひ
と
が
行
き
交
う
諫
早
湾
づ
く
り

促
進
事
業
の
募
集

　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金
で

は
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
あ
ら

た
に
創
出
さ
れ
た
場
所
・
空
間
の
さ

ら
な
る
魅
力
づ
く
り
や
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
、利
活
用
を
目
的
に
、周
辺
住
民

の
人
々
の
参
画
に
よ
る
、
環
境
美
化

活
動
や
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
の
事
業
を
募
集
し
、

選
定
さ
れ
た
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

期
間　
5
月
2
日
㈪
～
6
月
30
日
㈭

公
募
要
領　
雲
仙
市
農
林
水
産
課
林

務
水
産
班
、愛
野
総
合
支
所
、瑞
穂

総
合
支
所
、
国
見
総
合
支
所
に
置

い
て
い
ま
す
。

問　
（
公
財
）諫
早
湾
地
域
振
興
基
金

�

☎
0
9
5
7（
26
）6
8
0
8

■「
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」開
催

日
時　
5
月
22
日
㈰

集
合
場
所　
雲
仙
お
山
の
情
報
館

募
集
人
数　
15
人

受
付
方
法　
電
話
受
付（
先
着
順
）

受
付
開
始
日　
5
月
8
日
㈰
～

参
加
費　
大
人
6
0
0
円
、
小
学
生

4
0
0
円（
保
険
代
な
ど
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、弁
当
、

飲
み
物
、帽
子
、タ
オ
ル
、雨
具

※
雨
天
時
は
5
月
24
日
㈫
に
延
期

問　
雲
仙
お
山
の
情
報
館

�

　
☎
0
9
5
7（
73
）3
6
3
6

〔
広
告
〕

１．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ
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心
も
体
もぽっかぽか

問　みずほ温泉千年の湯　☎77-4126

あさ10時▶よる９時営業時間

午前10時～午後６時 500円

午後６時～９時 300円

午前10時～午後９時 200円

大人

小人

※休館日　毎週水曜日・年末年始
※宿泊と併せてご利用の場合は割引サービスがあります。
※市内70歳以上の人および市内の身体障害者手帳所持の人は
　200円で利用できます。

（受付はよる8時30分まで）

高校生以上

中学生以下

平成28年熊本地震災害義援金募集
　熊本県熊本地方を震源とし、平成28年4月14日
から頻発した地震により、多くの死者や負傷者が
発生する事態となっています。
　被災された方々の一刻も早い生活再建の一助と
するため、本市では義援金を募集していますので、
皆様の温かいご支援ご協力をお願いします。
　なお、集まった義援金につきましては、日本赤
十字社を通じ、被災地へ送金します。

【募金箱設置場所】
雲仙市福祉事務所、市役所本庁、各総合支所
【募金箱設置期間】
平成28年4月18日㈪～平成28年6月17日㈮

訂正　（広報うんぜん3月号）
P29「情報ひろば」の中で誤りがありました。
　　【安心メール・キャッチくん】　
（誤）「n110.@123123.tv」、（正）「n110@123123.tv」

訂正（広報うんぜん４月号）
P10「歯周病予防健診」の対象者の中で誤りがありました。

（誤）20・25・30・35・40・45・50・55・60・70歳
（正）20・25・30・35・40・45・50・55・60・65・70歳
訂正し、お詫びいたします。

人のうごき（３月末）� ［住民基本台帳月報］

■人　口：45,292人　　（前月比�－310人）
　　男性：21,431人　　女性：23,861人
■世帯数：17,076世帯　（前月比�－17世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（3月末）

10歳未満　3,494人

10～20代
7,738人

30～40代
9,475人

50～60代
13,929人

70～80代
9,530人

90代～　1,126人

雲仙市地域おこし協力隊 活動月報報報 Vol.6

　前年度は主に空き家の調査、空き屋バンクへの登
録の促しを業務として行ってきました。今年度も引
き続き空き家の利活用に向けた調査を行います。ま
た、地域の方々と空き家対策をきっかけとした町お
こしに繋がっていければと考えています。
　雲仙市は、景色が美しく、食べ物がおいしいなど、
たくさんの移住に対する魅力的な資源があると感じ
ますが、移住希望者にとって雲仙市は知らないこと
だらけで不安があると思います。移住とは人生の中
でも一大決心が必要であるため、様々な角度から雲
仙市の魅力を知っていただく必要があります。
　「雲仙市に住んでみたいけれど、雲仙市がどんなま
ちかわからない。」という移住希望者の人などを対象
に、今年度は、南串山町にある市が所有する空き家
を「移住希望者向けお試し住宅」として整えていき
ます。まだ、詳しい制度、内容は決まっていませんが、
一定期間宿泊されるなかで、雲仙市の魅力はもちろ
ん、実際の生活に必要な買い物場所や各種施設など
の情報を知ってもらうこと、雲仙市に存在する空き
家を紹介することなど、移住のお手伝いを行ってい
く予定です。
　年々増加する移住希望者のニーズに対応出来る施
設として、自分の生活スタイルで楽しく過ごせる心
地よい場所が見つかるようにアテンドしていきたい
と思っています。
� 雲仙市地域おこし協力隊　岩佐�浩明

「新年度の取組みについて」

「幸せ運ぶメールマガジン」運用中！

登録はQRコードまたは下記 HPアドレスよりお願いします。
http://www.city.unzen.nagasaki.jp/info/prev.asp?fol_id=22155
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　求礼郡は、4月5日の「植林の日」を前に、
「第71回植林の日の木を植える催し」を
3月16日に開催しました。

　この催しは、「森の中の全羅南道」を推進するため、自分の木を持つ運動を拡大させることを目的に行わ
れ、求礼郡庁および関係機関の職員や地元住民など�105人がヒノキ�1,500本を植えました。
　求礼郡は、これからも継続して、山の環境保全はもちろんのこと、山火事防止への注意喚起も実施して
いく予定です。

姉妹都市　　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

　

３
月
₂₂
日
〜
₂₅
日
に

か
け
て
雲
仙
市
民
交
流

団
体「
む
つ
き
会
」や「
雲

仙
女
子
力
ア
ッ
プ
会
」

と
一
緒
に
姉
妹
都
市
で

あ
る
韓
国
全
羅
南
道
求く

礼れ

郡ぐ
ん

に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
体
験
を

し
て
き
た
の
で
、
皆
さ

ん
に
も
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

３
月
下
旬
に
な
る
と
、

求
礼
郡
の
町
中
が
、
黄

色
い
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
お

花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

「
サ
ン
シ
ュ
ユ
花
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
こ

の
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
実
で
作
っ
た
ゼ
リ
ー
や
マ
ッ
コ
リ
の
試

飲
、
サ
ン
シ
ュ
ユ
餅
作
り
、
ビ
ビ
ン
バ
作
り
体
験
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
韓
国
文
化
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
求

礼
が
属
す
る
全
羅
南
道
は
韓
国
内
で
も
食
べ
物
が
美
味
し

い
地
域
で
有
名
な
だ
け
あ
っ
て
、
求
礼
な
ら
で
は
の
ナ
ム

ル
や
山
菜
な
ど
が
入
っ
て
い
る
韓
国
料
理
も
堪
能
で
き
ま

し
た
。

　
花
祭
り
の
会
場
で
は
、「
む
つ
き
会
」
の
皆
様
に
日
本

民
族
舞
踊
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
雲
仙
市
民

と
求
礼
郡
民
が
一
緒
に
な
っ
て
「
今
夜
は
マ
ン
ボ
」
を
踊

り
ま
し
た
。
世
界
中
の
皆
が
友
達
に
な
っ
て
マ
ン
ボ
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
ろ
う
と
い
う
曲
の
意
味
の
と
お
り

に
、
皆
さ
ん
が
一
つ
に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。
楽
し
く
踊

ら
れ
た
後
の
満
足
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、「
健
康
的
な
韓
国

料
理
に
感
心
し
た
」「
求
礼
は
癒
さ
れ
る
所
」「
求
礼
の
人
々

の
優
し
さ
に
親
近
感
を
感
じ
る
」
な
ど
、
沢
山
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
市
民
団
体
交
流
は
春
を
満
喫

し
な
が
ら
、
心
か
ら
癒
さ
れ
、
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
国
際
交
流
団
体
派
遣
事
業
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

求礼郡で「植林の日」を
前にヒノキの植栽

国
際
交
流
員　
金キ

ム
ヒ
ョ
キ
ョ
ン

孝
景
さ
ん
の

ヒ
ョ
キ
ョ
ン
の
散
歩
道

Vol.24

求
礼
山
林
生
態
公
園

サンシュユ花祭り会場�（求礼郡守�中央）

雲仙市・求礼郡民の民俗舞踊公演
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　7月2日㈯に国見町文化会館で行われる「川畠成道ヴァイオリンコンサー
ト」のチケットを発売します。視覚障害を負った幼少期にヴァイオリンと出
会い、国内外で研鑽を重ね、近年は世界最高峰のオーケストラとの共演を
成功させるなど、世界を舞台に活躍するヴァイオリニスト「川畠成道」さ
んの素晴らしいヴァイオリンの音色をご堪能ください。

　平成28年10月15日㈯～17日㈪に開催される「ねんりんピック長崎2016��
サッカー交流大会」の開催期間中、選手・監督、役員、その他関係者および
一般観覧者の皆さんに心を込めたおもてなしを行い、雲仙市の魅力を感じて
いただくため、雲仙市の会場内に出店する売店を下記のとおり募集します。

【日時】　７月２日㈯　午後２時開演

【場所】　国見町文化会館多目的ホール

【内容】　グノー作曲　アヴェ・マリア
　　　　サラサーテ作曲　ツィゴイネルワイゼン�他
　　　　�※コンサート内容は一部変更する場合がございます。

【チケット】ハマユリックスホール、吾妻町ふるさと会館、国見町文化
会館、教育委員会生涯学習課、ローソンチケットにて5月11日㈬�
午前10時より販売します。

　　　全席自由　　一般2,500円、高校以下1,000円

★�未就学児の一時託児を専門サポーターが行います。ご利用の際は6月22日㈬
までに、雲仙市教育委員会生涯学習課までお申し込みください。

★�本コンサートのチケットは完売次第、販売終了となります。なお、チケット
の転売、交換はできません。予めご了承ください。

【設置会場・日時】
会　　場 期　　日 開設時間（予定）

雲仙市国見総合運動公園
平成28年10月16日㈰ 午前９時～午後５時

平成28年10月17日㈪ 午前９時～午後４時

長崎県立百花台公園
平成28年10月16日㈰ 午前９時～午後５時

平成28年10月17日㈪ 午前９時～午後４時

【募集期間】　５月９日㈪～６月30日㈭
　申込方法など、詳しくは「ねんりんピック長崎2016雲仙市実行委員会ホームページ」をご覧になるか、
雲仙市実行委員会までお問合せください。

川
かわ

畠
ばた

成
なり

道
みち

ヴァイオリンコンサート　チケット発売

ねんりんピック長崎2016　売店出店者募集

問　教育委員会生涯学習課　☎37-3113

問　ねんりんピック長崎2016雲仙市実行委員会　☎36-2500

【出店イメージ】

 ねんりん　雲仙市 検索
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